
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端保護カバーと、被写体との最接近距離を確保する
ためのフードからなる内視鏡フード装置において、
　前記内視鏡挿入部の先端に設けられ、前記内視鏡挿入部の先挿入部の先端に設けられ、
前記内視鏡挿入部の先端から観察視野方向に突出させた、軟性部材を用いて略円筒状に形
成されたフード部と、 フード部の

全周に渡って設けられた 弾性
変形部と、を具備したことを特徴とする。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡挿入部の先端に設けられるフード装置に関し、特に観察視野が確保さ
れると共に、外力によるフード破損を防止可能な内視鏡のフード装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、管腔内に内視鏡挿入部を挿入して、患部の診断や治療処理が行われる内視鏡装置
が多く用いられている。この内視鏡装置は、管腔内に挿入される挿入部と、この挿入部の
基端側に連設された操作部からなっている。
【０００３】
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前記 前端面と前記内視鏡挿入部の先端部との間であって
、前記フード部の内外壁面のいずれかに 薄肉部で形成された



　前記挿入部は、細長で可撓性を有する可撓管と、この可撓管の先端に連設され、複数の
湾曲駒にて構成された湾曲部を介して硬質の先端部とからなっている。
【０００４】
　前記操作部は、前記挿入部の湾曲部を上下左右に湾曲操作させる湾曲ノブ、ユニバーサ
ルコード、処置具類の挿入孔、送気送水用スイッチ、及び吸気吸水用スイッチ等が設けら
れている。
【０００５】
　前記ユニバーサルコードには、照明光を導光ガイドするライトガイドファイババンドル
と、前記挿入部の先端部に設けられている撮像素子の駆動信号と撮像信号を送受する信号
ケーブルが内蔵されている。
【０００６】
　前記操作部から挿入部には、ライトガイドファイババンドル、信号ケーブル、鉗子挿通
チャンネル、送気送水チャンネル、及び湾曲操作ワイヤが内蔵されている。
【０００７】
　前記ライトガイドファイババンドルの基端側は、前記ユニバーサルコードを介して光源
装置に接続され、先端側は挿入部の先端部に設けられた照明用開口まで配置されている。
【０００８】
　前記信号ケーブルの基端側は、前記ユニバーサルコードを介して撮像素子の駆動制御と
、撮像信号に所定の信号処理を施して標準的映像信号とを生成するビデオプロセッサに接
続され、先端側は挿入部の先端部に設けられた観察光入射開口の対物レンズの焦点位置に
設置されている撮像素子に接続されている。なお、この撮像素子と信号ケーブルに代えて
、イメージガイドファイババンドルを用い、このイメージガイドファイババンドルの先端
側は、前記先端部の観察光入射開口の対物レンズに接続し、基端側は、操作部に設けた接
眼光学系に接続されるようにしても良い。
【０００９】
　前記鉗子挿通チャネルの基端側は、前記操作部に設けられた処置具類の挿入孔に連通し
、先端側は前記挿入部の先端部に設けられた鉗子チャンネル開口部に連通している。なお
、この鉗子挿通チャンネルは、吸気吸水チャネルを兼用しており、操作部の処置具類の挿
入孔と分岐して吸気吸水ポンプが接続されるようになっている。
【００１０】
　前記送気送水チャネルの基端側は、操作部に設けられた送気送水ポンプの接続コネクタ
に接続され、先端側は、挿入部の先端部に設けられた送気送水開口に接続されている。
【００１１】
　前記湾曲ワイヤの基端側は、操作部の湾曲ノブに接続され、先端側は挿入部の先端に連
設された湾曲部に接続されている。
【００１２】
　即ち、挿入部の先端部の照明開口から管腔内の生体組織等の被写体に照明光を投射し、
その照明が投射された被写体を観察光学系開口の対物レンズを介して取り込み、かつ、撮
像素子で撮像した映像、またはイメージガイドファイババンドルを介して、接眼光学系で
視認し、鉗子チャンネル開口部から突出させた治療や処置等を行う処置具類で治療や処置
等を行うと共に、送気送水、あるいは、吸気吸水により空気、治療処置物、及び汚物等を
吸引するようになっている。
【００１３】
　このような内視鏡装置において、動いている管腔内の粘膜等の被写体を観察治療する際
に、観察光学系開口と管腔内の被写体との間の最接近距離を確保するため、内視鏡挿入部
の先端部にフードを設けている。
【００１４】
　この内視鏡装置の挿入部の先端部に設けられるフードは、円筒形状に形成され、前記内
視鏡挿入部の先端部から観察視野方向に所定寸法突出するように前記先端部の外周面に着
脱自在に装着されるようになっている。
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【００１５】
　この先端部に装着されたフードの前端部を被写体である粘膜に当接させて、被写体と観
察光学系開口に設けられている対物レンズとの距離位置関係を一定に保つことにより、粘
膜等の動きやすい被写体の観察を行うようになっている（例えば、特許文献１参照）。
【００１６】
　このようなフードは、先端部に装着されるフードの肉厚や、先端部から突出されている
突出高、及び観察光学系開口の位置等から前記フードが観察光学系開口の視野内に映り込
むことがあり、いわゆる視野ケラレが生じる。
【００１７】
　この視野ケラレが生じないフードとして、前記先端部に設けられる観察光学系開口の位
置により、フードの肉厚を部分的に変化させたり、先端部からの突出高変化させることで
、観察視野内にフードが入れ込まない形状とした内視鏡一体型フードも提案されている（
例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】実公昭５９－１５６０５号公報。
【特許文献２】特開平１１－３１３７９５号公報。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　前記特許文献１に提案されている内視鏡フードは、内視鏡挿入部の先端部の先端面に配
置される観察光学系ユニットの位置、観察光学系ユニットの視野角、及び内視鏡挿入部の
先端部の先端面から突出させるフードの肉厚もしくは突出高さにより観察光学系ユニット
の観察視野内にフードの一部が映り込む、いわゆる視野ケラレという現象が生じる。
【００１９】
　また、内視鏡検査に応じて、前記フードを内視鏡挿入部の先端部に取り付けたり外した
りする必要があり、フードの着脱という煩雑な作業が生じている。
【００２０】
　これに対して、前記特許文献２に提案されている内視鏡フードは、視野ケラレや着脱の
煩雑作業は発生しないものの、フードの形状的あるいは材質的によりフード先端側に外力
が加わった際に、フードが変形しにくくなることが予想される。このような場合、フード
の内視鏡挿入部の先端部からの突出部分や内視鏡挿入部の先端部への装着部分に外力が集
中して、フードの破損をまねくことになる。このフードに加わる外力によるフードの破壊
を防止するため、フードを生成する材質を耐久性が高い高価なものを使用しなければなら
なかった。
【００２１】
　また、仮にフードが破損してしまった場合、内視鏡挿入部の先端部が露出してしまう可
能性がある。このフード破損が生じた際の、補修修理には費用と時間が掛かることから内
視鏡の使用者にとって大きな負担となるため、内視鏡の先端部分を特に丁寧に扱う必要が
あった。
【００２２】
　　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、観察光学系ユニットの観察視野を
確保し、内視鏡挿入部の先端部への着脱の手間を省き、かつ、フードの意図しない部分で
の破損を防止可能とする内視鏡のフード装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明の内視鏡のフード装置は、管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端保護カバーと
、被写体との最接近距離を確保するためのフードからなる内視鏡フード装置において、前
記内視鏡挿入部の先端に設けられ、前記内視鏡挿入部の先端から観察視野方向に突出させ
た、軟性部材を用いて略円筒形状に形成されたフード部と、このフード部の一部、もしく
は全周に渡って設けられた弾性変形部と、を具備したことを特徴とする。
【００２４】
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　本発明の内視鏡のフード装置の前記弾性変形部は、前記フード部の内外壁面のいずれか
に設けられた薄肉部、または溝部で形成されたことを特徴とする。
【００２５】
　本発明の内視鏡のフード装置の前記フード部は、前記内視鏡挿入部の先端硬質部にイン
サート成型されたことを特徴とする。
【００２６】
　本発明の内視鏡のフード装置により、前記内視鏡挿入部の先端部に設けられたフード部
は、弾性変形可能な軟性部材で形成されると共に、このフード部に外力が加わった際には
、薄肉部、または溝部で形成された弾性変形部で変形吸収し、破損が生じた場合も外力を
変形吸収する弾性変形部で意図的に破損させることでフードの破損を早期に発見可能とな
る。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明の内視鏡のフード装置 、

外力が加わった際に、
薄肉部 弾性変形部で意図的に破損させる

。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。本発明に係る内視
鏡のフード装置の一実施形態について図１と図２を用いて説明する。図１は本発明に係る
内視鏡のフード装置の第一の実施形態における内視鏡挿入部の先端部の構成を示す斜視図
、図２は本発明に係る内視鏡のフード装置の第一の実施形態における内視鏡挿入部の先端
部の構成を示す断面図である。
【００２９】
　内視鏡挿入部１１の先端部１２の外周側には、円筒形状のフード付き内視鏡先端カバー
（以下、単に内視鏡先端カバーと称する）１が設けられている。この内視鏡先端カバー１
は、前記内視鏡挿入部１１の先端部１２の外周側に接着剤等で一体的に装着固定される固
定部２と、前記先端部１２の先端面から観察視野方向に突出させたフード部３からなって
いる。
【００３０】
　前記内視鏡先端カバー１の内面には、前記内視鏡挿入部１１の先端部１２の先端面に当
接される仕切壁４が設けられている。この仕切壁４には、観察光学系入射開口７、照明光
学系出射開口８、送気送水ノズル９、及び鉗子チャンネル開口部１０が設けられている。
【００３１】
　この仕切壁４の前記観察光学系入射開口７には、対物レンズが設けられると共に、前記
内視鏡挿入部１１から先端部１２に内蔵されているイメージガイドファイババンドル１３
の観察光入射端が配置され、前記照明光学系出射開口８には、照明レンズが設けられると
共に、前記内視鏡挿入部１１から先端部１２に内蔵されているライトガイドファイババン
ドル１４の照明光出射端が配置され、前記送気送水ノズル９には、前記内視鏡挿入部１１
から先端部１２に内蔵されている送気送水管路１５に接続され、及び前記鉗子チャンネル
開口部１０は、前記内視鏡挿入部１１から先端部１２に設けられている図示していない鉗
子挿通チャンネルに連通している。
【００３２】
　なお、前記観察光学系入射開口７に設けられた対物レンズの焦点位置に撮像素子を配置
し、その撮像素子の駆動制御信号と撮像された撮像信号を送受する信号ケーブルが内蔵さ
れた電子内視鏡とすることもできる。
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によれば 弾性変形部の薄肉部が最も変形し易く、変形の
応力も集中する。これにより、内視鏡先端保護カバーのフード部に加わった外力がフード
部の薄肉部（溝）で吸収変形されるため、薄肉部で意図的に変形させることが可能であっ
て、内視鏡挿入部の先端部の保護ができる。また、許容値を超える

である ようにして、フード破損の早期発見も可能
となる。さらに、弾性変形した状態でも主に軸方向に変形するので観察視野は十分に確保
できる



【００３３】
　前記内視鏡先端カバー１は、シリコンゴム、フッ素ゴム等の加硫ゴムや、ウレタン系エ
ラストマー、アクリル系エラストマー、オレフィン系エラストマー等の熱可塑性エラスト
マーなどの軟性で弾性を有する部材にて形成されている。
【００３４】
　この内視鏡先端カバー１のフード部３の内壁５の一部または全周に渡って、所定の幅の
溝５ａが設けられている。この溝５ａは、内視鏡先端カバー１のフード部３の仕切壁４と
先端面６との略中間部分で、やや先端面６寄りに設けられている。
【００３５】
　なお、この内視鏡先端カバー１のフード部３の肉厚や、観察視野方向への突出量等は、
前記観察光学系入射開口７の視野範囲に入り込まない形状寸法に設定されている。
【００３６】
　このような構成の内視鏡先端カバー１のフード部３に対して、外力が加えられた場合、
フード部３は軟性弾性部材で形成されているために変形する。この変形の際に、内壁５に
設けられた溝５ａ部分がフード部３の最も薄肉であることから溝５ａ付近が最も変形しや
すく、この溝５ａ付近に変形の応力が集中する。これにより、内視鏡先端カバー１のフー
ド部３に加わった外力が、フード部３の溝５ａで吸収変形されるために、内視鏡挿入部１
１の先端部１２の保護が可能となる。
【００３７】
　また、前記フード部３に、外力が断続的に加えられ、フード部３の材質疲労限界を超え
た場合、或いはフード部３の応力許容限界を超えた場合、最も薄肉である溝５ａが先に破
断する。つまり、許容値を超える外力が加わった際に、意図的に薄肉部分である溝５ａ付
近を破断させることにより、内視鏡先端カバー１の固定部２や、内視鏡挿入部１１の先端
部１２等の近傍での破断を防止する。また、内視鏡先端カバー１の破損は、前記溝５ａの
付近を検査チェックすることで、容易に発見が可能となる。
【００３８】
　この結果、内視鏡挿入部１１の先端部１２の観察視野が確保でき、内視鏡フードに外力
が加わった際に、意図的にフードに設けた溝部分で変形させて内視鏡挿入部の先端部に直
接外力が加えられることが防止できる。更に、許容限界を超えて破損した際には、溝部分
を優先的に検査することで破損の発見が容易となる。
【００３９】
　なお、この第一の実施形態で前記内視鏡先端カバー１のフード部３の内壁５に溝５ａを
設けたが、フード部３の外壁外周に溝を設けても良く、外力が加わった際に、その外力に
よる変形が生じやすい弾性変形部あるいは薄肉部であれば形状や形成位置は特に限定され
るものではない。
【００４０】
　更に、前記内視鏡先端カバー１の内部に、前記内視鏡挿入部１１の先端部１２の先端面
が当接される仕切壁４を設けたが、この仕切壁４に代えて、内周壁にリング状の突堤を設
けて、この突堤に前記内視鏡挿入部１１の先端部１２の先端面の外周が当接するようにし
て良い。この場合、前記先端部１２の先端面に、前記観察光学系入射開口７、照明光学系
出射開口８、操作送水ノズル９、及び鉗子チャンネル開口部１０が設けられる。
【００４１】
　次に、本発明に係る内視鏡のフード装置の第二の実施形態について、図３と図４を用い
て説明する。図３は本発明に係る内視鏡のフード装置の第二の実施形態における内視鏡挿
入部の先端部の構成を示す斜視図、図４は本発明に係る内視鏡のフード装置の第二の実施
形態における内視鏡挿入部の先端部の構成を示す断面図である。
【００４２】
　本発明の第二の実施形態の内視鏡のフード装置は、内視鏡挿入部１１の先端部１２に嵌
合一体固定される断面が略凹形状の内視鏡先端カバー１６が設置されている。この内視鏡
先端カバー１６の先端面１７には、観察光学系入射開口７、照明光学系出射開口８、送水
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送気ノイズ９、及び鉗子チャンネル開口部１０が設けられている。
【００４３】
　この内視鏡先端カバー１６の外周側面１８には、後述する内視鏡フード２１がインサー
ト成型固定するための複数のインサート成型用固定部１８ａ，１８ｂ，１８ｃが形成され
ている。
【００４４】
　内視鏡フード２１は、シリコンゴム、フッ素ゴム等の加硫ゴムや、ウレタン系エラスト
マー、アクリル系エラストマー、オレフィン系エラストマー等の熱可塑性エラストマーな
どの軟性で弾性を有する部材を用いて全体形状が略円筒状に形成されている。
【００４５】
　この内視鏡フード２１は、前内視鏡挿入部１１の先端部１２に設けられた内視鏡先端カ
バー１６の外周側面１８のインサート成型用固定部１８ａ，１８ｂ，１８ｃに成型固定さ
れる固定部２２と、前記内視鏡先端カバー１６の先端面１７から観察視野方向に突出させ
たフード部２３とからなっている。
【００４６】
　この内視鏡フード２１のフード部２３の外周壁２５の一部または全周に渡って、所定の
幅の溝２５ａが設けられている。この溝２５ａは、前記フード部２３の前端面と、前記内
視鏡先端カバー１６の先端面１７との略中間部分で、ややフード部２３の前端面寄りに設
けられている。
【００４７】
　なお、この内視鏡フード２１のフード部２３の肉厚や、観察視野方向への突出量等は、
前記観察光学系入射開口７の視野範囲に入り込まない形状寸法に設定されている。
【００４８】
　このような構成の内視鏡先端カバー１６に設けた内視鏡フード２１のフード部２３に対
して、外力が加えられた場合、フード部２３は軟性弾性部材で形成されているために変形
する。この変形の際に、外周壁２５に設けられた溝２５ａ部分がフード部２３の最も薄肉
であることから溝２５ａ付近が最も変形しやすく、この溝２５ａ付近に変形の応力が集中
する。これより、内視鏡フード２１に加わった外力が、フード部２３の溝２５ａで吸収変
形されるために、内視鏡挿入部１１の先端部１２の保護が可能となる。
【００４９】
　また、前記フード部２３に、外力が断続的に加えられ、フード部２３の材質疲労限界を
超えた場合、或いはフード部２３の応力許容限界を超えた場合、最も薄肉である溝２５ａ
が先に破断する。つまり、許容値を超える外力が加わった際に、意図的に薄肉部分である
溝２５ａ付近を破断させることにより、内視鏡フード２１の固定部２２や、内視鏡挿入部
１１の先端部１２に設けられた内視鏡先端カバー１６等の近傍での破断を防止する。
【００５０】
　この結果、内視鏡挿入部１１の先端部１２の観察視野が確保でき、内視鏡フードに外力
が加わった際に、意図的にフードに設けた溝部分で変形させて内視鏡挿入部の先端部に直
接外力が加えられることが防止できる。更に、許容限界を超えて破損した際には、溝部分
を優先的に検査することで破損の発見が容易となる。
【００５１】
　なお、この第二の実施形態で前記内視鏡フード２１のフード部２３の外周壁２５に溝２
５ａを設けたが、フード部２３の内周壁に溝を設けても良く、外力が加わった際に、その
外力による変形が生じやすい弾性変形部あるいは薄肉部であれば形状や形成位置は特に限
定されるものではない。
【００５２】
　［付記］
　以上詳述した本発明の実施形態によれば、以下のごとき構成を得ることができる。
【００５３】
　（付記１）　管腔内に挿入される内視鏡挿入部の先端保護カバーと、被写体との最接近
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距離を確保するためのフードからなる内視鏡フード装置において、
　前記内視鏡挿入部の先端に設けられ、前記内視鏡挿入部の先端から観察視野方向に突出
させた、軟性部材を用いて略円筒形状に形成されたフード部と、
　このフード部の一部、もしくは全周に渡って設けられた弾性変形部と
　を具備したことを特徴とする内視鏡のフード装置。
【００５４】
　（付記２）　前記弾性変形部は、前記フード部の内外壁面のいずれかに設けられた薄肉
部、または溝部で形成されたことを特徴とする付記１記載の内視鏡のフード装置。
【００５５】
　（付記３）　前記フードは、前記内視鏡挿入部の先端硬質部にインサート成型されたこ
とを特徴とする付記１または２のいずれかに記載の内視鏡のフード装置。
【００５６】
　（付記４）　前記フードは、前記内視鏡挿入部の先端部に一体に、もしくは着脱自在に
設けられたことを特徴とする付記１または２のいずれかに記載の内視鏡のフード装置。
【００５７】
　（付記５）　前記フードは、前記内視鏡挿入部の先端部に設けられた先端カバーに一体
、もしくは着脱自在に設けられたことを特徴とする付記１乃至３のいずれかに記載の内視
鏡のフード装置。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明に係る内視鏡のフード装置の第一の実施形態における内視鏡挿入部の先端
部の構成を示す斜視図。
【図２】本発明に係る内視鏡のフード装置の第一の実施形態における内視鏡挿入部の先端
部の構成を示す断面図。
【図３】本発明に係る内視鏡のフード装置の第二の実施形態における内視鏡挿入部の先端
部の構成を示す斜視図。
【図４】本発明に係る内視鏡のフード装置の第二の実施形態における内視鏡挿入部の先端
部の構成を示す断面図。
【符号の説明】
【００５９】
　　　　１…フード付き内視鏡先端カバー
　　　　２…固定部
　　　　３…フード部
　　　　４…仕切壁
　　　　５…内壁
　　　　６…先端面
　　　　７…観察光学系入射開口
　　　　８…照明光学系出射開口
　　　　９…送気送水ノズル
　　　１０…鉗子チャンネル開口部
　　　１１…内視鏡挿入部
　　　１２…先端部
　　　１３…イメージファイババンドル
　　　１４…ライトガイドファイババンドル
　　　１５…送気送水管路
　　　代理人　　　弁理士　　　伊　藤　　進
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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